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UXベンチマーク評価シリーズ

レポート番号: 635

本レポートシリーズでは、インフォテイメント、ADAS、
デジタルキー、VPAなどのHMIのUXや利便性を
実車評価する。

2023年度の評価対象車種/システム：Jeep 
Grand Wagoneer、Nissan Ariya（本書）、
BYD Seal、Peugeot 408、Fisker Ocean、
Ford F-150 Lighting
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UXベンチマーク評価
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車両への採用技術が増加する中、搭載システムをユーザーがどのように評価しているかを理解しておくこと
が非常に重要です。車内UX（ユーザーエクスペリエンス）はブランドの差別化において重要な要素である
だけでなく、長期的な顧客ロイヤルティの確立にも影響を及ぼします。

今回、SBD AutomotiveのUX（ユーザーエクスペリエンス）専門チームでは、Nissan AriyaのHMI 
UX評価を実施しました。全体としてNissan Ariyaは、多くの機能が許容範囲の水準を満たしており、 
印象的な内装とADAS機能を提供しています。しかし、HMI全体において視覚的な表示が一部不十分
であること、満足とは言えない機能セット、音声認識システムに見られる課題などから、より高い総合スコア
を獲得するには至りませんでした。
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SBDカスタマーポータル

SBDカスタマーポータル
ご契約いただいたレポートへは

お客様専用ポータルサイトから

アクセスいただけます。

ポータルサイトのアカウントはご契約

企業ごとに作成され、ご契約

企業に所属する方であれば登録

ユーザー数に制限はございません。

ご契約状況の確認や、ポータル

サイトへの新規ユーザー登録を

ご希望の場合は、SBD 
Automotive ジャパンまでお問い
合わせください。

＞お問合せ・お見積り依頼

＞サンプルレポートの無料ダウンロード

本書に関するお問合せ・お見積り依頼

「UXベンチマーク評価 –Nissan Ariya」

SBD UXベンチマーク評価シリーズ

＞機能と特徴
ユーザーが期待している機能、必要としている
機能、問題を解決する機能をソリューションが
提供しているか（WOWファクターを提供してい
るか）評価する。

＞信頼性／安定性
反復的なユーザビリティと、ユーザーが毎回同じ
ような（あるいはプラスの）使用感を得られる
かについて評価する。

＞ユーザビリティ
提供される機能を簡単に習得・使用できるか
評価する。人間工学、視認性、ユーザビリティ
の特性の領域とシステムにおける各種機能の
実装状況を考察する。 

＞知覚品質
HMIコンポーネントの品質がどのように知覚
され、それが全体的なユーザーエクスペリエンス
にどのように影響するかを評価する。

本評価シリーズでは、以下の領域のスコア付けと分析を行っています
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